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会　　告

第43回日本集中治療医学会学術集会（第5報）

第43回日本集中治療医学会学術集会
	 会長	 西村　匡司
	 〒770-8503　徳島県徳島市蔵本町3-18-15

徳島大学大学院救急集中治療医学

テ　ー　マ：	 Be an Intensivist
会　　　期：	 2016年（平成28年）2月11日（木・祝日）〜14日（日）
	 理事会と評議員会を2月11日（木・祝日）に行います。
	 開会式を評議員会終了後に行う予定です。
会　　　場：	神戸国際展示場，神戸ポートピアホテル
会　　　長：	西村　匡司（徳島大学大学院救急集中治療医学）
最 新 情 報：	 �第43回日本集中治療医学会学術集会ホームページ（http://jsicm2016.umin.jp/）にて随時，更新して

いきます。

＜学術集会概要＞

以下のプログラムを行ってまいります。
1） 会長講演

西村　匡司（徳島大学大学院救急集中治療医学）

2） 招請講演

・Temperature management in traumatic head injury

・細胞保護（ミトコンドリアを中心にした話）

・Research landscapes in Asian ICUs

・Hemodynamic monitoring to diagnose and treat cardiorespiratory insufficiency

・Patient-ventilator asynchrony and impact on outcome

・What we should not be missed in ARDS treatment

・Recent concept for the pharmacological management of acute heart failure

・Pathophysiology and management of cardiac pulmonary edema

・Hospital-acquired infection

・Enteral feeding in ICU

・End-of-life care in Asian ICUs

・End-of-life care in ICU

3） 特別講演

・3’s （staff, stuff, space） for disaster medical response in the ICU

・MERS in Seoul
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・Leadership

・医学研究と倫理

・死をいかに迎えるか

・医療改革：必要なICUベッド数は？

・インフルエンザ

・A novel viral infection

・A viral threat to us; focused on respiratory failure

・Ventilatory management in pediatric ARDS: What is different from adults?

・�Definition and risk stratification of pediatric ARDS: motivation and summary of the pediatric acute lung 

injury consensus conference definitions

・How to use the SMR to improve quality of care

4） 教育講演

・VCVとPCVを理解する

・人工呼吸とheart-lung interaction

・Difficult weaning

・Pulmonary mechanics and mechanical ventilation

・人工呼吸中の呼吸生理

・換気モードの基礎と臨床：その問題点を探る

・早期離床/運動のための集中治療室でのフィジカルアセスメント

・早期離床

・Fluid therapy

・The physiologic basis for functional hemodynamic monitoring

・Lactate revisited

・Prevention of delirium

・Bed-side assessment of hemodynamics

・集中治療におけるユニチュード

・看護師の臨床能力の育成

・周術期の血液浄化

・解剖を踏まえた神経症候の診かた

・ICU領域におけるせん妄と敗血症関連脳症

・Propensity matching解析を学ぶ

・IMPRESS

・腎代替療法

・酸素療法up-to-date

・High-flow nasal cannula

・自発呼吸を温存しながら低一回換気量を維持するには

・最適PEEP

・酸素化の目標値はいくらにすべきか

・循環不全患者のせん妄予防

・急性期における緩和ケア

・基礎セミナー 1〜3
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・ICUでよく見るデバイス：リハビリ時に知っていた方が良い注意点

・重症患者に必要な蛋白質の量は

・集中治療室における栄養管理

・Systematic review：コクランの方法

・ICUにおいて見逃してはいけないサイン

5） 基調講演

・NICE in the Netherlands-history, organization and achievements

・集中治療におけるcomfort careの本質の探究

・急性脳症

6） 教育セミナー

・神経集中治療に必要な基礎知識

・専門医のための神経集中治療 advanced requirement

7） Pro-Con

・VCV vs. PCV

・筋弛緩薬

・食道内圧測定

・電気刺激療法：muscle wastingを予防する

・電気刺激療法：循環/代謝への影響

・ベンゾジアゼピン

・鎮静中断する

・血液培養は2セット必要か

・敗血症性ショックに第一選択薬はノルアドレナリン

・敗血症に対する血液浄化療法 PMX VS. sepXiris

・集中治療専門医はsuper-specialty

・High-flow nasal cannula酸素療法 VS. NPPV

・筋弛緩薬を用いた人工呼吸管理は重症ARDSに必要である

・脳保護のための低体温療法

・重症患者には経静脈栄養

・重症患者へのカロリー投与は十分に

8） シンポジウム

・肺保護戦略up-to-date

・新しい換気モードの可能性を探る

・早期離床/運動を阻害する因子とどう向き合うか?

・DIC

・J-PADガイドライン，その後

・小児のARDSの特徴

・術後患者の不整脈治療

・集中治療における看護師の臨床判断能力の育成

・HFNC：成人

・HFNC：小児

・心肺蘇生・体温管理
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・ICUにおける院内感染対策

・特定行為に係る看護師の研修制度の実際と課題

・Post intensive care syndrome

・Systematic reviewを行うときの問題点と解決法

・臓器連関を理解しよう

・Post cardiac arrest syndrome

・先天性心疾患の全身管理

・Frailの問題点と取り組み

9） パネルディスカッション

・敗血症関連脳症

・急性脳症

10） ワークショップ

・患者重症度評価に何が必要か

・Post intensive care syndrome

・臨床研究を始めよう

・小児集中治療医の教育

・集中治療から始める地域連携・在宅支援

・編集委員会企画

11） その他指定演題

・合同企画：急性心不全国際会議：Topics of acute heart failure: the patient with AHF on the ICU/CCU

・合同企画：蘇生ガイドラインはこう変わった

・ケースカンファレンス：この症例をどうする

12） 委員会報告

13） ハンズオンセミナー

14） 一般演題：口頭発表，デジタルポスター発表，ポスター発表

 15） 共催セミナー：ランチョンセミナー，イブニングセミナー

≪演題応募について≫

一般演題募集は終了しました。多数のご応募，有り難うございます。

≪一般演題にご応募の方へ≫

　①�演題の応募者は，筆頭発表者，共同発表者にかかわらず日本集中治療医学会の会員に限ります。未入会の方は，
必ず事前に入会手続きをお済ませ下さい。入会手続きにつきましては，一般社団法人日本集中治療医学会ホー
ムページ（http://www.jsicm.org/）の「入会案内」をご参照下さい。

　②演題の採否，発表形式に関しましては，会長が決定いたします。採否，発表日時は，演題登録時に入力して頂
　　いたE-mailアドレスにお送りいたします。採否通知につきましては11月上旬にご連絡の予定です。
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■連絡先
	 第43回日本集中治療医学会学術集会事務局
	 徳島大学大学院救急集中治療医学内
	 〒770-8503　徳島県徳島市蔵本町3-18-15
	 TEL：088-633-9347
	 FAX：088-633-9339
	 E-mail：jsicm43@tokushima-u.ac.jp

	 第43回日本集中治療医学会学術集会運営事務局（お問い合わせ先）
	 株式会社JTBコミュニケーションズ コンベンション事業局内
	 〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田3-3-10 梅田ダイビル4階
	 TEL：06-6348-1391
	 FAX：06-6456-4105
	 E-mail：jsicm2016@jtbcom.co.jp


